














での学際的な研究を推進するのが目的で、国際共同研究フロジェクト CAWSES (Climate 
And Weather of the Sun-Earth System)の一環として、国内9機関10人の分担者からな
る学際的共同研究チームにより進められます。附属天文台は、このうち太陽地上観測の部





























(理学部リサーチフエロー 1人を含む)、学振研究員 (PD)2人、非常勤職員 13人、院生20
人)、平成17年(2005年)の 1年間に出版された論文数は29編(うちレフェリ一論文は22








年から 2003年まで台長を 8年勤められた黒河宏企教授が、平成 18年3月末をもってして
定年退職されました。黒河教授はその在任中に、 SMART望遠鏡建設、ドームレス太陽望
遠鏡の塔体冷却システムの改修工事を実現され、また、附属天文台に外部から積極的に人
材を招いて、理論シミュレーション、恒星観測、スペース観測という新しい分野を作るの
に貢献されました。黒河教授のこれまでのご努力ご尽力に深く感謝したいと思います。黒
河教授は、定年退職後も NPO花山星空ネットワークの代表として、天文学や自然科学の
普及教育活動に貢献していただけるとのことです。
附属天文台における普及教育活動の重要性は年を追ってますます増大しています。平成
17年度は、観測実習(学校関係)だけでも、洛東高校、彦根東高校、新潟南高校の3件、学
外者の見学は花山飛騨合わせて 17件(うち中高生は9件)、 9月の一般公聞は花山飛騨合わ
せて約780名もの市民の参加がありました。昨今言われる理科離れとは対照的に、 一般市
民や子供達の天文学への関心の高さ(あるいは「本物」への興昧)に驚かされ、責任をひし
ひしと感じる毎日です。このような折り、黒河名誉教授の NPO立ち上げは、大きな助け
となるものがあり、 NPOと附属天文台が協力しあって、より一層の普及教育活動が推進
できればと願っております。関係の皆様方のご支援ご協力よろしくお願い申し上げます。
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